
チームなな　　　今日は遠いところをありがとうございました。
　　　　　　　　また、素敵な題字デザインをありがとうございました。
　　　　　　　　まずはこの題字デザインについてお聞かせください。
塚原真理子さん　はい。秋らしい色にしているのですが、いくつかのカラフルな色にしたと言うのに
　　　　　　　　は理由があります。「国際交流協会」というのがあって。いろんな人が集まると言
　　　　　　　　うイメージが私の中にあったんですね。そのいろんな国のいろんなキャラクター
　　　　　　　　の人が集まるということで、文字をキャラクターにみたてて、NaNaを表現しまし
　　　　　　　　た。いろんな国の旗を持っている人たち、いろんな性格の人たちが一つの場所に
　　　　　　　　集まっているという…そういうコンセプトになります。
チームなな　　　なるほど。素敵なコンセプトですね。

題字デザインをされた
塚原真理子さんにお話をうかがいました

デザインのコンセプトについて

チームなな　　　真理子さんご自身の長久手との関わりについて教えてください。
塚原真理子さん　「国際」は関係なくても？
チームなな　　　はい。いいです。
塚原真理子さん　私自身は長久手に住んでいる訳ではないんです。もともと名古屋市に住んでい
　　　　　　　　て、大学で初めて長久手に来たと言う感じです。
　　　　　　　　長久手に来て…そうですね…長久手ってアットホームな場所だなって感じるん
　　　　　　　　です。以前雑誌の取材のアルバイトをしたことがあるんですけど、フレンドリーな
　　　　　　　　方がすごく多くて。人とのつながりを大事にする場所だなという印象がありま
　　　　　　　　す。
チームなな　　　ありがとうございます！
　　　　　　　　真理子さんは何を専門にお勉強されていますか？
塚原真理子さん　愛知県立芸術大学でデザインを学んでいます。ここの集まりにも接するきっかけ
　　　　　　　　と言うのが、大学で街づくりのデザインを勉強していて、そこから長久手の問題
　　　　　　　　とか街をどのように発展させていったらいいのかと言うのをデザインを通して
　　　　　　　　勉強しています。
チームなな　　　大学の3年生？
塚原真理子さん　はい、3年生です。

塚原真理子さんご自身について
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塚原真理子さん　沼の多い地域、長久手の沼を活用した参加型企画と言うことで、今年開催された
　　　　　　　　オリンピックを模して「クテリンピック」と言うのをやったらいいんじゃないかと考
　　　　　　　　考えました。
　　　　　　　　開催会場としては長久手市の沼、もしくは田んぼを活用して、競技を行っていく
　　　　　　　　と言うものです。開会式、４つの競技、閉会式を行うスタイルになります。沼競技
　　　　　　　　をみんなでやっていきます。普通に運動会のようなことをするより、みんなで
　　　　　　　　汚れて沼を体験すると言うのを主にしています。沼かけっこみたいな裸足で沼
　　　　　　　　を走ってみるとか。沼綱引きのようなことをして、沼にずぶずぶと引っ張られな
　　　　　　　　がらいくとか、泥を投げ合うとか。沼騎馬戦とか。騎馬って重いので沼にはまって
　　　　　　　　いくのを楽しむみたいな…そういうものを考えています。優勝者には「ヌマスタ
　　　　　　　　ーオブナガクテ」の称号を与えて、メダルを授与すると言う形にしたいなと思っ
　　　　　　　　てやっているんですけど…今はコロナが厳しいという状況です。
チームなな　　　長久手市の姉妹都市「ワーテルロー」は湿地なんです。湿地が古戦場になってい
　　　　　　　　るんです。しかも、来年は姉妹都市30周年です。その記念イベントとしても位置づ
　　　　　　　　けられますね。
　　　　　　　　何かの形で協力できたらと思います。
　　　　　　　　これからもよろしくお願いします。
　　　　　　　　今日はありがとうございました。
　　　　　　　

チームなな　　　街づくりの話をされていましたが、「クテリンピック」というのを計画されている　
　　　　　　　　とうかがいました。「クテリンピック」についてお聞かせください。
塚原真理子さん　 はい。「クテリンピック」というのを考えていまして…「クテリンピック」って何？と
　　　　　　　　と言う感じだと思うんですが、簡単に言うと沼をつかった運動会です。
　　　　　　　　今、長久手の現状として、「若者の街」と言われていると思うんですけど、「若
　　　　　　　　者の街」と言われているにもかかわらず若者のつながりが薄いと言うのが問題
　　　　　　　　だと市役所の方から聞いたんですね。　
　　　　　　　　それと今ある魅力的な物やイベントと言うのは長久手らしさとしては弱いのでは
　　　　　　　　ないかと。アクセスがいいとか、大型商業施設があるとか、IKEAがあるとかと言
　　　　　　　　うことで売り出されることが多いので。もしかしたら長久手の良さってそこでは
　　　　　　　　ないんじゃないかと思ったことが全てのきっかけです。
　　　　　　　　市民に印象的に受け取ってもらえて、かつ、若い人たちのつながりを持ってもら
　　　　　　　　うとなると、イベントとか、若い人がターゲットになった長久手の良さを伝える
　　　　　　　　ような物を考えていかなくてはいけないんじゃないかなと思って。
　　　　　　　　長久手はかつて沼が多い地域だったと言うことをご存知だと思うんですけど。
　　　　　　　　長久手の旧名が今の「久手」ではなく、さんずいの「湫」で。
チームなな　　　昔、長久手は農業地区だったんです。でも、長久手には川が香流川ひとつで。
　　　　　　　　お米を作るのに水が足りないから、田んぼに水を入れるためにわざわざため池
　　　　　　　　を作って。それで沼が多いんです。
塚原真理子さん　あ、そうだったんですね。
チームなな　　　地区ごとに沼があるのは、そういうことなんです。
塚原真理子さん　初めて知りました。　　　　　　　　　　

「クテリンピック」について
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